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研究成果の概要（和文）：第一に、視覚障害者が自立生活と社会参加を実現するうえで、盲導犬の果たす役割は大きく
、意義深いことが明らかとなった。ユーザーの行動の自由が保証され、行動半径も広がるなど、他者と交わりながらよ
り自立した生活を送ることが可能となった。第二に、盲導犬の普及と育成上の課題については、盲導犬に対する社会認
知がいまだ十分とはいえないものの、盲導犬に対する理解と関心は徐々に高まっていること、また盲導犬の育成にあた
っては財政的な支援が不可欠であることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The funtion and the role of the guide dog is extremely important for the 
independent living and the social participatation of the blind people. The guide dog plays various kind 
of role in their daily living. As a result, they have freedom in their daily life for setting up their 
schedule without makng a trouble to others. And utilizing the guide dog, they can make a new friend and 
contact people without any difficulty. The present agenda for the training the guide dog is to obtain the 
funds. Both the central and the local government should make an every effort to increase the support of 
the guide dog association more than now.

研究分野：社会福祉
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１．研究開始当初の背景 
 障害者の自立生活と社会参加における補
助犬の果たす役割に関する学術研究が皆無
であったことが背景である。また、2002 年
に身体障害者補助犬法が制定されたことに
より、身体障害者にとって補助犬が重要な役
割を果たしていることが、社会的に認知され
ることになった。 
さらには、都道府県単位で、補助犬の同伴
に関する相談窓口が設置され、必要に応じて
行政機関が助言や指導を行うことが義務付
けられ、補助犬に関する啓蒙や啓発が求めら
れることになった。 
しかしながら、法的に整備され、行政機関
の対応が見直されたものの、身体障害者と補
助犬を取り巻く社会環境が改善されたとは
言い難い。いまだに、補助犬同伴のゆえに入
店拒否を体験したり、補助犬に対する無理解
や差別と思われる言動に出くわしたりする
など、問題点や課題は多い。 
補助犬を同行する際の公共施設・機関への
アクセスが保障されることは重要であり、民
間の施設であっても、補助犬法に定められて
いるように、立ち入りや利用が拒否されるこ
とのないよう十分な配慮が今後とも必要と
なる。 
本研究の背景には、補助犬の育成事業がひ
とえに民間事業者の手に委ねられており、経
営面において公的な財政支援が十分になさ
れていない現状がある。今後、年を増すごと
に地域で暮らす障害者が、補助犬を生活のパ
ートナーとして必要とし、活用するケースが
増加することが見込まれる。しかしながら、
補助犬の頭数は慢性的に不足し、毎年新たに
補助犬に登録される頭数も限られているの
である。したがって、盲導犬に育成にあたっ
て公的な資金の助成は、盲導犬の普及のうえ
で極めて重要といえる。 

 
 
２．研究の目的 
 本研究の第１の目的は、障害者のなかでも
とりわけ視覚に障害を有する人々の自立生
活と社会参加に果たす身体障害者補助犬（と
りわけ盲導犬）の果たす役割について明らか
にすることである。具体的には、補助犬の使
用によって、障害者の生活がどのように変化
したのか、特に自立生活と社会参加の観点か
ら、補助犬の有用性について明らかにするこ
とである。 
 第２の目的は、補助犬の有意義性に対する
社会認識を高め、今後とも補助犬の普及を促
進する上で、いかに補助犬を育成していく必
要があるかについて明らかにすることであ
る。補助犬の普及のためには、社会啓発や社
会啓蒙活動のあり方について明らかにし、な
おかつ補助犬の育成のために、育成にあたっ
ている民間事業者に対してどのような財政
的な措置や支援等が必要とされるかを明ら
かにすることである。 

３．研究の方法 
本研究は、質的調査研究法によりインタビ
ュー形式の面接調査を実施した。調査期間は、
2014 年 1 月から同年 11 月にかけて、全国に
ある合計８箇所の盲導犬協会（北海道盲導犬
協会＝札幌市、日本盲導犬協会＝横浜市、東
日本盲導犬協会＝宇都宮市、関西盲導犬協会
＝京都府亀岡市、兵庫盲導犬協会＝神戸市、
日本ライトハウス＝大阪府千早赤坂村、中部
盲導犬協会＝名古屋市、九州盲導犬協会＝福
岡県糸島市）を訪問し、合計 21 名の盲導犬
訓練士ないしは歩行指導員に対してインタ
ビュー調査を実施した。質問項目としては、
（１）視覚障害者の自立生活と社会参加の促
進において盲導犬の果たす役割、（２）盲導
犬の普及と育成に関する現状と課題、（３）
盲導犬の育成事業の実態と今後の課題、であ
る。 
さらには、盲導犬協会を通しての紹介によ
り、合計 22 名の盲導犬ユーザーに対して、
盲導犬協会はじめ、ユーザーの自宅や職場、
あるいはユーザーが来所可能な喫茶店等に
おいてインタビュー調査を実施した。ユーザ
ーに対しては、（１）視覚障害者の自立生活
と社会参加や QOL において果たす役割、（２）
盲導犬を使用するなかで、日頃感じているこ
と、思うこと、気づくこと等々、である。 
 
４．研究成果 
盲導犬のユーザー及び盲導犬協会の職員
（訓練士・歩行指導員）に対するインタビュ
ー調査から明らかになったことを、以下に列
挙することとする。（１）の視覚障害者の自
立生活と社会参加の促進において盲導犬の
果たす役割については、大いに自立生活と社
会参加に役立っていることが明らかになっ
た。 
具体的には、盲導犬の存在が、ユーザーに
とって、日常生活を送るうえで、希望と勇気
と自信を与えていることや、盲導犬の使用に
よって、人生に対して肯定的かつ前向きにな
れ、人生に張りを与えている点が挙げられる。 
例えば、①他人に頼ったり気兼ねをしたり
することもなく自由に外出ができ、人生が楽
しくなる、②白杖に頼らず歩くことで速度も
早くなり、散歩がより快適となる、③買い物
をするのでもガイドヘルパーに頼ることな
く、自由さと便利さを感じる、④家族の介護
負担が軽減されるとともに、配偶者が外に働
きに出ることが可能となり、家族収入が増え
る、⑤ボランティアとの関わりが増えたり、
盲導犬を媒介にして他者とのコミュニケー
ションの機会が増える、⑥地域社会における
近隣との交わりの機会が増え、孤立感や孤独
感が軽減もしくは解消される、⑦家庭内スト
レスが軽減されることで、夫婦喧嘩の機会も
減り、夫婦仲が良くなる、⑧同期の訓練生と
仲間関係となり、訓練期間終了後も交流関係
が続くとともに、定期的に接する機会が増え
る、等々である。 



また盲導犬の存在により、ユーザーは日常
生活において、盲導犬の世話や健康管理（水
や食事の提供、散歩による運動、排泄、体洗
い、耳掃除、ブラッシング等）のために、規
則正しい生活を送ることが求められる結果
として、心身両面において、健康的な生活を
送るべく気をつけるようになったことが挙
げられる。さらには、盲導犬がいつもそばに
いてくれることから得られる安心感や癒し
感により、精神面での安定が図られているこ
とも明らかとなった。盲導犬はユーザーにと
って、日常生活を送るにあたって、欠くべか
らざるパートナー（伴侶）であり、家族同様
の存在と言っても過言ではない。 
よって、特に長年にわたって、生活上の苦
楽を共にした盲導犬の高齢化、病気、死と直
面することはもとより、盲導犬の使用期間の
上限年数（一般的には８年間から 10 年間と
される）の到達による離別は、ユーザーにと
っては、辛く悲しい出来事であり、こうした
喪失体験を乗り越えるためにも悲嘆作業（グ
リーフワーク）への取り組みを、盲導犬訓練
士や歩行指導員等による支援を受けながら
進めていくことが重要である。そして、代替
わりとなる次の盲導犬探しとのマッチング
作業を進めることも大切である。 
ユーザーのなかには、子育てや家事（料理、
洗濯、掃除、買い物）を行いながら、時には
友人と外で会って楽しい会話をしているケ
ース、ユーザーたちの定期的な集会や行事に
参加しているケース、盲導犬協会に正規職員
として勤務しているケース、自宅で鍼やあん
まを個人開業しているケース等々、盲導犬の
サポートを得ながら自立生活と社会参加を
果たしているケースが多く見られた。 
盲導犬が存在することで、ユーザーが家に
ひきこもって、全面的に他者に依存した日常
生活を送ることを許さず、嫌がうえでも、家
から一歩でも外に出ることで、一般社会との
接点を見出し、他者との交わりを可能にした
といえる。またユーザーが盲導犬を使用して
いることで、世話をする必要性が生じたり、
ユーザーの通院や通勤のために公共交通機
関を利用したり、買い物等で商店を利用した
りする機会が生まれ、他者との会話や交わり
の機会が生まれたといえる。 
ところで、盲導犬の使用によりユーザーは、
思わぬ形で様々な社会的困難と遭遇し、直面
することとなる。具体的な例としては、①盲
導犬の同伴が、散歩や買い物等を目的として
外出する時に、地域で目立ってしまい、盲導
犬はもとより、犬それ自体に対して好意的で
ない人から、偏見や誤解を招いてしまう、②
散歩時における盲導犬の同伴という限定さ
れた使用に対しては、社会的に生産性のない
価値のないものと見なす人がいる、③炎天下
や猛暑の日に、盲導犬を同伴して外出するこ
とは動物の虐待にあたる行為と見なす人が
いる、④盲導犬を不衛生な生き物（汚れた足
や抜け毛等）であると見なされ、飲食店やス

ーパー、コンビニエンス・ストアへの入店拒
否、バスやタクシーへの乗車拒否に出くわす
ことがある、⑤急に近寄ってきて、ユーザー
に対して事前に許可を得ることなしに、勝手
に無断で盲導犬の体を触る（頭をなでる、背
中・お尻・尻尾に触る）など、ユーザーに同
伴している盲導犬は、仕事中であることを理
解できないか、あるいは理解すらしようとし
ない人がいる、⑥ユーザーに無断で、勝手に
盲導犬やユーザーの顔や姿形などをスマー
トホンや携帯電話で隠し撮りをしたうえで、
写真や動画にしてインターネット上に勝手
に無断で流す人がいる、⑦散歩中に盲導犬の
排泄物の処理に失敗し、その場面を見つけた
通行人から、不衛生であるとして、叱責され
たり、きつく注意されたりすることがある、
⑧歩道を盲導犬と通行中に、正面から来た通
行人が避けようともせず、盲導犬やユーザー
と体がぶつかっても、なんの謝りの言葉もな
く黙って通り過ぎたり、あるいは気をつけろ
と言わんばかりに、叱責されたりすることが
ある、⑨病院で、職員から付き添いの人はい
ないのですかと聞かれたり、入院患者のお見
舞いの際に、盲導犬同伴であることから拒否
されたりすることがある、⑩盲導犬を使用し
ていることで、社会的に孤立していると見な
され、甘く優しい言葉をかけられては詐欺の
被害にあったり、名前などの個人情報を勝手
に引き出されたりするなど、盲導犬のユーザ
ーを悪用しようとする人がいる。 
以上のことから、盲導犬とユーザーに対す
る無理解や無関心をはじめ、偏見や先入観の
根底や背景には、一般社会における障害者差
別が多様なりとも関係しているといわざる
をえない状況がある。また、視覚障害者はも
とより盲導犬との接し方に慣れていないこ
とから、突然、盲導犬やユーザーと出くわす
ことによる戸惑いや不安、さらには抵抗感や
拒否感が強く働くことで、盲導犬とユーザー
に対して攻撃的な姿勢や態度（非難や叱責、
激怒のあまり罵声を浴びせるなど）をとるな
ど、ユーザーにとってはショック体験とでも
いうべき厳しい場面に直面させられ、ユーザ
ー自身の心が深く傷つき、場合によっては、
盲導犬を同伴して外出する自信を失ったり、
恐怖感を抱いたりすることにつながりかね
ないといえる。 
 
（２）の盲導犬の育成に関していえば、盲
導犬の年間通しての育成頭数が、様々な条件
（盲導犬の育成と訓練に要する物理的費用
および人件費、盲導犬の訓練期間、盲導犬と
しての適性判定、盲導犬訓練士や歩行指導員
の養成と確保、盲導犬とユーザーとのマッチ
ング、ユーザーに対する訓練や指導、パピー
ウォーカー等の確保等）により限られている
ことからして、必要とするすべてのユーザー
に対して盲導犬を提供することは難しい状
況にある。なかでも、盲導犬を育成するにあ
たってかかる費用（１頭あたり約 500 万円）



をいかに恒常的に確保するかは、重要な課題
となっている。 
都道府県からの助成金の支給額は、地方自
治体によって異なり、頭数制限のもと一定程
度の助成は受けられるものの、盲導犬の育成
にかかる全体費用の一部に過ぎす、どの盲導
犬協会においても自己資金に頼るほかはな
いのが現状である。厳しい財政状態のもと、
盲導犬の育成にかかる費用をいかに捻出す
るかが課題となっている。募金活動やバザー
活動による収益金や、遺産金の寄付の申し入
れがあった場合でも、盲導犬協会が公益法人
の場合、収益事業が制限されたり、寄付金で
あっても、会計収入とするには制限が課せら
れたりするなど、様々な制約に直面すること
となる。ついては、臨時収入に頼ることなく、
恒常的な運営資金や財源の確保が必要とさ
れる。 
とりわけ、訓練士や歩行指導員等の盲導犬
の育成に直接関わる職員の養成や安定的確
保のためにも、給与や労働時間や労働時間帯
等、労働条件の向上が求められる。とりわけ
就学前の子どもを持つ女性職員の場合、安心
して子育てをしながら就労できる労働環境
の整備や、男性職員の場合であっても家庭を
持ち子育てができる給与や労働条件の保障
が求められる。 
 また、盲導犬の育成に関しては、繁殖と訓
練が大きな課題となる。盲導犬の質を担保し、
良質な盲導犬を育てていく上で、繁殖技術を
向上させ、盲導犬として適性とされる質のよ
い優良犬を繁殖させることが必要となる。そ
のためには、国際的な協力が必要であり、盲
導犬育成の先進国である韓国を含むアジア
圏諸国はじめ、イギリスやアメリカを含む欧
米圏諸国との間で繁殖ネットワーク作りが
重要となる。もちろん日本国内においても、
盲導犬協会間で繁殖のための協力関係を築
くことが重要となっている。 
 盲導犬の普及に関していえば、盲導犬の存
在や盲導犬の果たす役割に関して、一般社会
における認知度や理解を高めるためにも、啓
発活動や啓蒙活動を、今後とも積極的に展開
していく必要がある。テレビや新聞はじめ、
最近ではインターネットのホームページ上
に盲導犬に関する紹介や情報提供はじめ、
様々な PR など、IT を活用して、盲導犬に対
する社会的認知度を高める取り組みがなさ
れている。 
 また，どの盲導犬協会においても、年に数
回、定期的にオープンハウスや見学会を開催
し、盲導犬の普及・啓発活動を実施している。
また、多くの盲導犬協会や育成施設が都心か
ら離れた場所に位置していることから、PR を
都心部において展開（コンサート会場や街頭
での PR 活動）したり、ボランティアを受け
入れたり、年間行事を通じて、地域住民との
交流を恒常的に図るなどの工夫をしている。 
 またある盲導犬協会では、近隣や地域の小
学校や中学校に対して盲導犬（PR 犬と呼ばれ

る）を連れての訪問活動を通して、子どもの
頃から盲導犬に慣れ親しみ、盲導犬の役割に
ついて知り、よりよく理解してもらう取り組
みを積極的に行っている。 
 こうした、地道であれ盲導犬に関する啓
発・啓蒙活動を展開していくためには、それ
に関わるマンパワーの確保が重要であるも
のの、盲導犬の育成に関わる訓練士や歩行指
導員のさらなる業務負担となっている状況
は否めない。よって、啓発・啓蒙活動はじめ
PR 活動を展開する人材の確保のために必要
とされる財源の確保が重要となる。盲導犬協
会によっては、多種多様なグッズやカレンダ
ー、クッキー等の販売を通して、PR 活動を行
っているところもあり、一般市民が盲導犬に
対して親しみを感じる機会や場を確保して
いくことが必要となる。 
 盲導犬の育成と普及にあたって、今後の課
題とすることを以下にまとめると、盲導犬の
ユーザーが高齢社会の進展と同時に、ユーザ
ーの高齢化も進んでいる状況にある。したが
って、高齢者のニーズに合わせた盲導犬の育
成と普及が益々重要となる。もちろん、盲導
犬について若い世代に対して啓発活動する
ことも重要である。 
昨今、ガイドヘルパー制度の普及とともに、
視覚障害者のなかでも、とりわけ中途失明者
の場合、ガイドヘルパーの利用が多くなって
いる。ガイドヘルパーの場合、通常１周間前
までに利用のために事前予約が必要となる。
当然のことながら、ガイドヘルパーは盲導犬
とは違って人間であることから、コミュニケ
ーションに不自由がない点で、ユーザーはよ
り安心して利用できるメリットがある。しか
しながら、利用時間や時間帯、利用回数、利
用の際の事前申し込みの必要等、様々な制約
があり、盲導犬と比較して、必ずしも便利な
存在とはいえない。また、盲導犬が身体障害
者補助犬法の制定により、法的にも認知され、
視覚障害者の自立生活と社会参加を促進さ
せる契機となったことを鑑みれば、盲導犬の
活用が今後とも一般社会に広がることが期
待される。 
ガイドヘルパーの普及は、盲導犬の存在価
値を低めたり否定したりするものではない
ものの、とりわけ中途失明の視覚障害者にと
って、盲導犬を積極的に活用しようとする動
機づけに、少なからずとも影響を与えている
と思われる。 
過去に盲導犬を題材にした TY ドラマや映
画が制作され、盲導犬の果たす役割や社会貢
献について社会的認知度が高まり、盲導犬に
対する好感度も増したといえる。しかしなが
ら、マスコミが盲導犬についてあまり取り上
げなくなるとともに、補助犬法の存在すら知
らないという人が増えているのも事実であ
る。盲導犬を同伴した場合、すでに指摘した
ように様々な不当な処遇や差別に出くわす
など、盲導犬を使用する視覚障害者を取り巻
く社会環境が補助犬法の制定によって、格段



と向上し改善されたとは言い難いのが現実
である。 
盲導犬の普及と育成にあたっては、国や都
道府県および市町村レベルの公的な機関や
施設を通して、盲導犬に関する情報提供や PR
を積極的に展開することが求められる。他方、
民間レベルにおいても、盲導犬協会はじめ視
覚障害者の当事者団体が中心となって、学校
等の公教育の場や、地域における社会教育の
場において、こどもたちや大人である一般市
民に対して啓発・啓蒙活動を今後とも継続し
て、粘り強く展開していく必要があると考え
る。 
繰り返すまでもなく、盲導犬は視覚障害者
にとって自立生活と社会参加を可能にする
と同時に促進させると同時に、QOL の向上に
寄与するものである。さらには、ユーザーの
生きがいや生きる喜びをもたらす掛け替え
のないパートナーであり、かつ家族の一員で
あることを強調しておきたい。 
また、長年にわたり視覚障害者の福祉に多
大な貢献をし、盲導犬がリタイアし、老犬と
なった際も、終生安心して生活できる老犬ホ
ームの提供ないしは、老犬の引取りボランテ
ィアの確保を推進することが急務といえる。 
 
 結びにあたって、本研究の遂行にあたって、
多忙な業務の合間を縫って、多大なるご理解
とご協力を頂いた大勢の盲導犬協会職員は
じめ盲導犬ユーザーの方たちに対して、深い
謝意を表したい。本研究が、少しでも視覚障
害者の自立生活と社会参加の促進に寄与す
ると同時に、今後の盲導犬の普及と育成の促
進に向けての一里塚となれば望外の喜びで
ある。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計０ 件） 
 
〔学会発表〕（計０ 件） 
 
〔図書〕（計０ 件） 
 
〔産業財産権〕 
○出願状況（計０ 件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
出願年月日： 
国内外の別：  
 
○取得状況（計０ 件） 
 
名称： 

発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
出願年月日： 
取得年月日： 
国内外の別：  
 
〔その他〕 
ホームページ等 
   
６．研究組織 
(1)研究代表者 
  横山 穰（YOKOYAMA Yuzuru） 
北星学園大学・社会福祉学部・教授 
 研究者番号：２０２２４７０６ 
 
(あ 2)研究分担者 
       （   ） 
 
 研究者番号：  
 
(3)連携研究者 

（   ） 
 
 研究者番号：  


